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幼保連携型認定こども園 慈光松尾こども園 

令和 7年度 施設関係者評価結果報告    
 

令和 ８年 3月 23日 

 

幼保連携型認定こども園となった令和６年度より、施設関係者評価委員会を作り、保護者アンケートの結果と

職員の自己評価結果の集計を基に施設関係者評価を行っています。2年目となる令和 7年度の施設関係者評

価結果と、園の課題と今後の取り組みについて報告します。 3月末には、ホームページにて公開します。ご協力

ありがとうございました。 
 

■12月 1日現在    園児：225名 、 家庭数：172家庭   

■保護者アンケート（別紙①）と職員自己評価（別紙②）の結果については、Google フォームで集計した円グラ 

フを入れました。なお、別紙①・②の保護者や職員それぞれの自由記載の意見は加筆、修正等行わず添付しま 

した。 この「令和 7年度 施設関係者評価結果報告」では、施設関係者評価委員会や職員会で考察・課題 

等をまとめたものを報告いたします。 

■評価委員会の委員 

・前主任児童委員（第三者委員）： 渋谷 礼子様 、 井上 正子様 

・保育活動協力者  ： 勝野 薫様 

・保護者会 ： 会長 田中 瑞唯様 、  副会長 伊與部 雅則様 、 副会長 田口 祐一郎様 

・園長 ： 中上 玲子 、  副園長 ： 伊藤 聡子 、  事務長 ： 髙橋 勝吉 
 

 

Ⅰ 教育及び保育の理念 

     仏教精神を根底に置き、子どもが現在を最もよく生き、望ましい未来をつくり出す力の基礎を培うた 

めに、かけがえのない一人一人の子どもを慈しみ、その主体性を尊重して、「いのちを大切にする心・感 

謝する心」を育む。 

 

Ⅱ 教育及び保育の目標 

1. 健康、安全で幸福な生活のために必要な基本的な習慣を養い、身体諸機能の調和的発達を図ること。 

2. 集団生活を通じて、喜んでこれに参加する態度を養うとともに家族や身近な人への信頼感を深め、自主、

自律及び協同の精神並びに規範意識の芽生えを養うこと。 

3. 身近な社会生活、生命及び自然に対する興味を養い、それらに対する正しい理解と態度及び思考力の

芽生えを養うこと。 

4. 日常の会話や、絵本、童話等に親しむことを通じて、言葉の使い方を正しく導くとともに、相手の話を理

解しようとする態度を養うこと。 

   ５．  音楽、身体による表現、造形等に親しむことを通じて、豊かな感性と表現力の芽生えを養うこと。 

   ６．  環境の実現及び子どもと保育教諭その他の職員との信頼関係の構築を通じて、心身の健康の保及び 

増進を図ること。 

 

Ⅲ 重点目標 
 

１． 乳幼児期にふさわしい生活の中、子どもが身近な人とのかかわりの中で安心感をもち、自ら発達に必要な

体験を重ねていくことを大切にする。  

２． 園内の自然環境や身近な地域の自然を日々の保育に積極的に取り入れ、子どもが五感を十分に働かせる

直接的な体験を重ねながら、生きる力の育成と感性を育んでいくことを支える。  

３． 保護者と保育者等が互いに連携・協働して子育てのパートナーとなり、子どもたちとともに育ち合う。 
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Ⅳ 項目の達成及び考察・課題 

   ※評価基準  A ： 達成されている  B ： おおむね達成されている  

 C ： 取り組まれているが成果が十分でない   D ： 取り組みが感じられない 
 

分野 項目 評価 実態・考察・課題 

園 
 
 

管 
 
 

理 
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[ B ]   

 

 

・「１．園の教育方針がわかりやすく説明されている」（99.1％）、その他「２．子どもは充実した

生活を送っている」（100％）、「３．バランスの取れた活動内容である」（99.1％）、「４．園行

事は子どもの主体性を尊重し、成長に役立っている」（99.1％）「９．命の大切さや社会のル

ールを守る態度を育てようとしている」（100％）、「10．子どもに良い習慣や態度が見につく

ように取り組んでいる」（99.1％）、「11．『食育』や『いのちの安全教育』に関する教育が行わ

れている」（100％）。記述欄の中にも「今年度は特に子どもを中心とした行事理念や運営が

なされるようになってきていることを感じており、安心して預けられています」等、大変ありがた

い回答を得た。 

・ 一方では、「13．特別支援教育/保育について説明会で説明があった」（71.3％）について 

は、28.7%の方には、伝わっていないことが明かになった。年度が始まる前に配信した『園則・ 

運営規程』の中に記載はある。コドモンの配信だけでなく、印刷された「園則」を保護者に配 

布し、内容を確認してもらう必要がありそうだ。また教育・保育の理念や方針、教育内容につ 

いては、説明会や園長講話という形で、発信する場を設けている[参観日・親子の日・入所 

説明会など]ものの、会の持ち方やその時期・内容等を検討工夫する必要がある。 

・ 今年度、認定園となった『自然保育』については、保護者は園の方針に同意があり、「５．自 

然保育に取り組む園の方針に共感する」(96.5％)となった。来年度以降も具体的な自然体 

験活動がどのようなものであるか、子どもの育ちにとって何が大切かということなどを保護者 

に発信していきたい。  
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・施設・遊具の安全対策については（98.3％）、地震・火災への避難訓練を含む備えについて

（100％）、保育中のけがや発熱に対する園の対応についても（95.7％）と おおむね園の危

機管理体制に安心感をもって頂いている。 

・日常の自然災害への対応（夕立の時期に落雷の恐れがある時他）については、情報を基に

対応策を検討し、マニュアル化できるものについては保護者にも伝え態勢を取る。 

・園での事故については、日本スポーツ振興センター（JSC）災害給付制度、総合賠償保険を

利用し、ケガの治療への対応を行っている。また、職員会や朝礼の中、ヒヤリハット等を利用

したり事故分析をし、マニュアルを見直しながら対応にあたっている。 

・自然保育の機会を増やしていくためにも、定期的に研修を行い、知識をアップデートしなが

ら、職員個々の危機管理体制のスキルを上げていきたい。 

・「25．外部からの不審者の侵入に対して、安全対策を十分行っている」（96.5%） となり、昨

年度終わりに東・西・北各門に『関係者以外立ち入り禁止』の看板を設置したことも具体策に

なった。しかし登降園時の人の出入りが多い時には、門扉が開放されていることもあるため保

護者に意識してもらえるよう、引き続きセキュリティー対策に力を入れていきたい。 

・保護者利用の西駐車場から、一般道路に出る際に危険な状況があるため、一時停止を保

護者に周知すると共にさらに有効な対策を検討していきたい。  
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・家庭との連携はコドモンアプリを使うことで連絡帳機能をタイムリーに利用することができた

が、課題もあるため改善し、良いコミュニケーションツールにしていきたい。また、各学年やクラ

スだより等は写真を多用しながら、保育内容を保護者にわかりやすく発信できた。加えて短

時間で作成でき、職員の業務改善にもつながった。行事等の時には、ドキュメンテーションと

して保育内容の見える化をねらい、アプリで発信したり、各玄関に設置して保護者と園児と

共に見てもらうことができた。 

・3歳以上児の「うたとリズムの会」は、写真ではなく、期限付きアプリ内動画で見られると嬉し

いという要望が出た。また、園の課題としては、ホームページの定期的な更新やインスタグラ

ムの検討も始まったが、個人情報保護や肖像権についても十分な配慮の下検討していきた

い。 

・自然体験活動が増えていく中で、地域資源を活かした具体的な保育内容を考える時期が

来ており、地域の方にも意見をもらいながら検討していきたい。  

子
育
て
支
援 

[ A ] 

・「14．保護者との連携」（93.9%）、その他子育て支援に関する 「16．子どもの心身の健康の 

相談」「15．悩み相談」「18.保育参観・保育体験は有意義」については、全て 9割以上の保 

護者が園の姿勢や職員の対応について満足していると回答した。職員の自己評価において 

も、「保護者から信頼され、子育ての相談に応じている」(92.5％)、「地域の子育て相談に応 

じる体制がある」(90.5％)と職員の回答率は昨年度よりも高く、保護者の満足度とリンクして 

いる。また、養護教諭・栄養士はその専門性を活かし、未就園児の保護者との直接的なかか 

わりを増やしていることは、多角的に地域の保護者支援となっている。 

・一方では、気軽に悩み相談ができない保護者も一定数いるのではないか。本当に子育て支 

援が必要な保護者のために、どんな窓口を作っていけばよいかを考えたい。 
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・園行事を保護者参加や参観の機会が適当ではないという意見が、6.1% （令和 6年度は 

10.6％）あった。前年度よりも数値は良いが、記述欄の中において園での我が子の様子を少 

しでも見たいという保護者の気持ちが挙がっていた。 

・今年度は、3歳以上児の服装は色を自由にしたことにより、「運動会の服装について、統一さ

れているとよいのではないか。全体として揃っているとより一体感が感じられるのでは」という具

体的な意見もあった。  
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・「13.障がいのある子ども等の特別支援教育について、保護者説明会や園長講話等で説明 

があった」の項目では、保護者の受け取り方が様々であった。71.3％は説明を受けたと思い、 

28.7％は受けていないと思っている。乳幼児期に障害児の診断を受けていることは大変稀で 

あることから「障がい児教育」「特別支援教育」については、当園ではインクルーシブ教育・保 

育を大切にしていると説明しながら、曖昧な印象になっていなかったか反省・課題となった。 

・「23．職員は協力し合って保育にあたり、不適切な保育はないと思う」(95.9％)の回答率であ 

った。この数字は職員に対する信頼感の表れかと思うが、一方でごく少数(2.6％)ではあるが 

保護者が、不適切な保育について懸念を持っている（C・D）ことが分かった。職員間で考えて 

いきたい検討事項となった。 
 

教
育
・
保
育
活
動 
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・「小学校入学までに子どもが身に付けたい事は何か。子どもたちが自分で考えて行動するた

めの園での経験とは？」等を園の課題にして研修を進めていきたい。 

・小学校との連携や接続に関して、連絡会や会議の中では、どうしても受け身になりやすい。 

近くにいるからこそ、子どもを真ん中において子どものために発信していく事が大切であると感 

じている。 

・小学校までを見据えた保育（どんな育ちがどのように繋がっていくのか）を学んでいきたい。 

・「架け橋期のカリキュラム」についての研修は進めているが、全職員での園内研修が十分で

はない。また呼びかけは行っているが、学校側の体制が整わず合同研修や意見交換ができ

ていない現状がある。具体的な一歩を踏み出せるように努力したい。 

・園長は、松尾小学校の「学校運営協議会」メンバーとして、“学園構想”や“みらい創造教

育”“コミュニティースクール”について職員会にて話題に掲げ、職員の意識向上につなげて

いる。職員会に参加できない職員も多いため、情報共有の難しさがある。 

職
員
研
修   

等 [ B ] 
 

・研修や園内での会議には出席しているが、対話をして、研究を重ねて、理解を深める所ま

では達していない。現業をしながらでは、制約があるという意見があった。 

 

Ⅴ 施設関係者評価委員の評価と今後取り組むべき課題（既に実施始めている事を含む） 

   ※アンダーラインは、令和 8年度の職員会や研究会にて重点的に検討していく事項 
 

１．保護者との連携に関して 

◼ コドモンを利用しての家庭との連携は、おおむね良い流れになっている。職員もタブレットに慣れてきたことも

あり、業務改革につながった。しかし、年度初めに確認してもらう「園則」「重要事項説明書」については、よ

り理解を深めてもらうために、8年度用は、紙ベースの資料として配布することにしたい。アプリを利用して

確認を取ることと印刷物での目の通し方は違うため、配慮していく。 

◼ 7年度の運動会（3歳以上児対象）は、子どもの持つ力や今どのように育とうとしているのかを時間をかけ

て共有しながら、運動会当日までの日々の活動を保護者にわかりやすく伝えるように努力した。園児の運動

会に寄せる思いをくみ取り、園職員の願いも込めたスローガンを具体的に「わくわくドキドキがいっぱい み

んなの運動会！」にして、誰にでもわかりやすく伝え、保護者の願いも受け取り合いながら当日まで進めてき

た。運動会の服装はシャツやハーフパンツの色を自由にしたこと、名前のゼッケンをなくしたこと、保護者会

がリーダーとなり、旗を持った保護者応援団を作ってもらったこと等々、“こどもファースト”を具現化し新たな

ものを作り上げた。今までよりも子どもや大人の主体性を大切にし、園児と保護者と園がより一体感をもっ

て取り組む、一味違う運動会となったことは評価に値する。一方では、服装を統一することで、より一体感が

出るのではないかという意見もあった。今後も、保護者と共に園児たちのために行事の見直しを丁寧に行っ

ていきたい。 

◼ 3歳以上児の１２月の「うたとリズムの会」は、写真ではなく、『期限付きアプリ内動画で見られると嬉しい』

という要望があった。昨今の SNS利用の弊害を考えた上で、個人情報保護や肖像権についての十分な配

慮が当然必要となる。大きなリスクがある事も重要な検討課題としていきたい。また、保育の中での写真販

売について、プリントよりもデータでもらえることを望む保護者が多いようであった。現在利用しているコドモ

ンの「写真販売」を検討し、職員の業務改革にもつなげていきたい。また、保育活動中の写真撮影について

は、8年度からは、職員個人のスマホは使用せず、園用のスマホを利用していく事でより個人情報保護を徹

底していく事にした。 

◼ 子育てについて悩みがあり相談したい事があっても、面と向かって言いにくいこともあるため、「よろず相談

の窓口」など、誰でも気軽に相談できる体制を工夫してもらえるとよいのではないか。本当に相談が必要な

職
員
の
資
質
向
上 (

職
員
自
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よ
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保護者が園に子育て支援を求めることができるように工夫してもらいたいとのアドバイスがあった。 

◼ 園職員の中で、挨拶が不十分であったり、冷たい態度があるとの指摘があった。園児や保護者に安心感を

与え、日々の生活が明るいものになるように十分努力していく必要がある。「挨拶をしている・・・つもり」であ

っても、相手が、どのように受け止めているのかということを考えながら、心地よい関係づくりをしていきたい。

保育者は園児にとって、大事な環境であることを真摯に受け止め保育にあたりたい。 

 

 ２.自然保育に関して 

◼ 保護者の共感も得ながら、今年度は『信州やまほいく認定園』となった。 園の特徴を活かした自然保育の

取り組みに期待したいとの、地域からの意見も大切にしていきたい。 

◼ 認定園となったことから、自然体験活動の深堀りが必要となり、『子ども達に何が育っているのか』を保護

者を初め地域の方々に、可視化・言語化して発信していく必要がある。また、デジタル社会、ＡＩの時代だから

こそ園児の非認知能力を伸ばすためにも自然保育環境の大切さを伝えていきたい。 

◼ 乳幼児の心身の発達にとってバランスの取れた活動内容を考えながら、教育課程や全体の計画の見直し

もしていきたい。 

◼ 自然保育についての危機管理の研修を受けてきたが、定期的な研修の機会を持ち、職員個々がアップデー

トしていけるようにしたい。また、現在２名の NEAL リーダー（自然体験活動指導者）を次年度からは増やし

ていき、当園職員の自然保育の専門性を磨いていきたい。 

 

３．地域との連携に関して 

◼ 園の特徴や強みを外部に発信すると良いとのアドバイスがあった。また、園児には生まれ育った地域の魅力

を幼い頃から感じながら育ってほしいとの保護者や地域の願いがある。自然保育だけでなくその他の保育

活動において、どのように考えていけるのかを具体的に検討していきたい。 

◼ 今年度より、飯田市では学園構想として小中一貫教育が始まった。当園は、緑ヶ丘学園の中にあり、この地

域との連携も大事にしていきたい。地域資源を活かした自然保育の実現を目指したい。 

 

４．その他 

◼ 西駐車場から国道 256号に出る保護者の中には、急発進で交差点に入る車が複数あり、地域の方から

苦情をいただいた。園側からは、信号機がないために道路状況を判断しながらの発進となるが、歩行者は

もちろんのこと、それぞれの方向からの他車が優先となる事を園からも繰り返し周知していく。また、飯田市

保育家庭課や飯田警察署とも相談しながら、具体的な対策を講じることも検討したい。 

◼ 毎月の避難訓練等では、予知できない自然災害にも対応できるように工夫しながら実施してきたため、年

齢にもよるが園児にも安全への構えへの一定の効果はあった。園での訓練の様子や配慮事項等を保護者

にも共有してもらい家庭での災害時の備えに結び付く様に発信していく事も必要かもしれない。また、登降

園時の自然災害や有事への対応（夕立の時期に落雷の恐れがある時他）については、基本、情報発信をタ

イムリーに行い、マニュアル化できるものについては保護者にも提案していけるよう態勢を検討したい。 

◼ 職員研修は、職員の質の向上を図る上でも必要なものであるが、業務改革を進めながら、職員個々がゆと

りをもって仕事に向かえるような工夫を今後も考えていきたい。 

 

Ⅶ  財政状況 

     公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 


